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５月５日はこどもの日、別名「端午の節句」です。「端午の節句」は、もともと中国の行事で

した。「端」とは「はじめ」のことで、「端午」とは月初めの午（うま）の日という意味です。

「午」と「五」の音が同じことから、５が重なる５月５日を「端午の節句」とするようになりま

した。中国では、５月は病気にかかりやすく、悪いことが起きやすい月とされていたので、菖蒲

やよもぎなどで厄除けをしました。この行事が奈良時代に日本に伝わると、田植えをする女性が

菖蒲やよもぎで葺いた屋根の下で身を清める行事と結びついて広がりました。やがて、菖蒲が

「尚武」や「勝負」に通じることから男の子の成長を願う行事として、江戸時代には武家で鎧や

兜、鯉のぼりを飾るようになり、それが武士だけでなく男の子のいる普通の家でも飾るようにな

りました。そして、昭和２３年には男女の別なく子どもの幸せを願う「こどもの日」として国民

の祝日になりました。 

「端午の節句」にいただく「柏餅」の柏の葉は新しい葉が出るまで古い葉が落ちないことから

子孫繁栄の願いが込められています。「粽」（ちまき）は、むかし中国の楚の国の屈原という大

臣への供え物として、粽を川に投げ入れたことが由来とされており、５月５日が命日であったこ

とから、子どもが無事に育つ魔除けとして、食べられるようになりました。 

青空に鯉のぼりが泳ぐ爽やかな季節、菖蒲湯につかり柏餅や粽をいただいて子どもたちの健や

かな成長を願いたいですね。 

★参考文献 

386.1 エ「絵でつづるやさしい暮らし歳時記」新谷尚紀（日本文芸社）今井 

386.1 ク「暮らしを楽しむ日本の伝統行事」神宮館編集部（神宮館）小曾木 

386.1 サ「３６５日『今日は何の日か？』事典」カルチャーブックス編集部（講談社） 

梅郷・小曾木・成木 

ｷｲ 386 カ「かこさとしこどもの行事しぜんと生活 ５月のまき」かこさとし（小峰書店）大門 

ｷｲ 386 ミ「子どもに伝えたい春夏秋冬 和の行事を楽しむ絵本」三浦康子（永岡書店）長淵・大門 

端午の節句に関する本  

386.1 シ「暮らしのならわし十二か月」白井明大（飛鳥新社）長淵 

368.1 ジ「12 ケ月のしきたり」新谷尚紀（ＰＨＰ研究所）青梅                          

386.1 ハ「鯉のぼり図鑑」林直輝（小学館）沢井・成木 

ｸﾛ 449「季節のこよみ」平野恵理子（偕成社）大門・新町 

ｱｶ E ヤ「こいのぼりパーティーぐんぐんすくすく」山田花菜（ほるぷ出版）長淵・大門・成木 

 

 

凡例：分類「書名」著作者名（出版社）主な所蔵館 

 

端午の節句 



 新着図書案内 ～最近分館図書館に入った本の一覧 ～ 

例：≪分野≫分類「書名」著作者名（出版社）主な所蔵館 

 

☆ 一般書 ☆   

≪文学・小説≫ 

913.6 ア「クワトロ・フォルマッジ」青柳碧人（光文社）大門・梅郷 

913.6 ク「砂の宮殿」久坂部羊（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）長淵 

913.6 ク「宿場だより」倉阪鬼一郎（二見書房）大門・小曾木 

913.6 コ「署長シンドローム」今野敏（講談社）沢井・今井 

913.6 サ「荒地の家族」佐籐厚志（新潮社）長淵・新町 

913.6 ス「ゴリラ裁判の日」須藤古都離（講談社）青梅・小曾木 

913.6 ニ「日本ゲートウェイ」楡周平（祥伝社）青梅・新町 

913.6 ヒ「薬屋のひとりごと 13」日向夏（主婦の友インフォス）梅郷・今井 

914.6 ナ「こんな大人になりました」長島有里枝（集英社）成木 

914.6 ナ「小日向でお茶を」中島京子（主婦の友社）沢井・新町 

914.6 ワ「忘れないでおくこと」暮しの手帖編集部（暮しの手帖社）成木 

≪総記・哲学≫ 

100 「知識ゼロでも楽しく読める！哲学」 青木滋之（西東社）大門 

159 「孤独を楽しむ人、ダメになる人」有川真由美（ＰＨＰ研究所）沢井 

159 「超選ばれる人」麻加真希（幻冬舎）青梅 

159.7「90 歳の幸福論」和田秀樹（扶桑社）新町 

188.8「坐らぬ禅」ひろさちや（佼成出版社）梅郷 

≪歴史・地理≫ 

280.4「クロスロードの記憶」後藤正治（文藝春秋）青梅 

289.1「牧野富太郎」光川康雄（日本能率協会マネジメントセンター）成木 

209 「旅する世界史」佐藤幸夫（ＫＡⅮＯＫＡＷＡ）青梅・今井 

292.2「まんぷくモンゴル！」鈴木裕子（産業編集センター）小曾木 

≪社会科学≫ 

304 「カルト権力」青木理（河出書房新社）梅郷 

336.4「どんなに苦手でもうまくいく電話応対」北條久美子（新星出版社）青梅・新町 

361.4「つながりの社会心理学」鬼頭美江（弘文堂）今井 

367.3「母は死ねない」河合香織（筑摩書房）長淵・梅郷 

376.1「心を育む子どものアンガーマネジメント」小尻美奈（チャイルド社）大門 

≪自然科学・医学・健康≫ 

451.2「気象予報士かんたん合格ガイド」財目かおり（技術評論社）今井 

470 「野草がハーブやスパイスに変わるとき」山下智道（山と渓谷社）沢井・成木 

488.2「見分け方と鳴き声野鳥図鑑 350」植村慎吾（世界文化ブックス）小曾木 

493.7「さようならがくるまえに」川畑智（光文社）青梅 

497.2「歯周病になったらどうする？」亀井孝一朗（アスコム）新町 

498.3「とことん楽しむサウナの世界」松永武（日本文芸社）大門 



≪技術・家庭・生活≫ 

502.1「師弟百景」井上理津子（辰巳出版）長淵・梅郷 

596 「栗原家のごはん」栗原心平（大和書房）長淵・新町 

596 「レモンの料理とお菓子」こてらみや（山と渓谷社）沢井・今井 

596.2「おいしい韓国料理のレシピ」キムナレ（朝日新聞出版）青梅 

596.3「有賀薫のベジ食べる！」有賀薫（文藝春秋）成木 

596.3「おにぎり読本」ごはん文化研究会（講談社）小曾木 

≪産業≫ 

626.9「栄養たっぷり野菜の育て方」（ブティック社）大門 

673.9「昭和喫茶に魅せられて、819 軒」平山雄（３０３ＢＯＯＫＳ）沢井 

675.3「本能スイッチ」博報堂ヒット習慣メーカーズ（イースト・プレス）青梅 

686 「鉄道趣味の基礎知識 車両編」結解学（天夢人）成木 

≪芸術・スポーツ≫ 

740.2「94 歳、自撮りおばあちゃん」西本喜美子（宝島社）梅郷 

780.1「テーピングの新しい教科書」石山修盟（日本文芸社）沢井・新町 

786 「アウトドア六法」中島慶二（山と渓谷社）長淵・新町 

787.1「50 歳からはじめる船の釣り」（主婦の友社）沢井・小曾木 

☆ 児童書 ☆ 

≪読み物≫ 

ｱｵ 913 イ「6 年 1 組黒魔女さんが通る!! 19」石崎洋司（講談社）青梅・沢井・新町 

ｱｵ 913 カ「りりかさんのぬいぐるみ診療所」かんのゆうこ (講談社)大門・成木 

ｱｵ 913 ク「森のちいさな三姉妹」楠章子（ＧＡＫＫＥＮ）青梅・小曾木 

ｱｵ 913 ナ「おとな体験授業？」なかがわちひろ（アリス館）長淵・沢井・成木・今井 

ｱｵ 913 ホ「ほねほねザウルス 27」カバヤ食品株式会社（岩崎書店）長淵・梅郷・小曾木・新町 

ｱｵ 933 メ「そんなのうそだ！」ジーン・メリル（岩波書店）梅郷 

≪えほん≫ 

ｱｶ E ア「ゆびのすうじへーんしん」あわい（アリス館）大門・梅郷・今井 

ｱｶ E オ「ごはんのずかん」大森裕子（白泉社）大門・成木・今井 

ｱｶ E タ「1.2.3.4.5.6.7.8.9.10」谷口智則（金の星社）長淵・大門・小曾木 

ｱｶ E ハ「すしねずみ」はらぺこめがね（ポプラ社）青梅・長淵・小曾木・成木・今井 

ｱｶ E へ「できたよ！」マルリョケ・ヘンリヒス（ＢＬ出版）成木・新町・今井 

≪ちしきのほん≫ 

ｸﾚ 002「ネット情報におぼれない学び方」梅澤貴典（岩波書店）小曾木 

ｷｲ 289「伊達政宗へタイムワープ」市川智茂（朝日新聞出版）新町 

ｸﾛ 480「とにかくかわいいいきもの図鑑」今泉忠明（西東社）大門・成木 

ｸﾛ 489「飼育員がつくったサルの図鑑」日本モンキーセンター（くもん出版）長淵・梅郷・小曾木 

ﾐﾄ 774「絵で見て楽しい!はじめての歌舞伎」漆澤その子（すばる舎）長淵・小曾木・成木・新町 

 



図書館（分館）カレンダー （  は全館休館日） 

５月                         ６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 館 時 間：午前９時～午後５時（分館のみ） 

休 館 日：第３月曜日・第３火曜日（祝日・休日のときは開館し、翌平日が休館） 

年末年始（１２月２９日～１月３日） 

特別整理期間（５月３０日～６月１６日） 

実施期間中は休館します。館ごとに休館日が異なりますので、ご注意ください。 

  中央    青梅・大門・今井    沢井・小曾木 

  長淵・梅郷・新町    成木 

＊＊来館時のお願い＊＊ 

ご来館の際は、以下の点にご注意ください。 

スタッフも最大限の感染防止対策を行いますので、ご協力をお願いいたします。 

●体温 37.5度以上の方、咳をしている方は、ご利用をご遠慮ください 

●施設の出入口で手指の消毒をお願いいたします 

●並ぶときは適切な距離をあけてお並びください 

●図書館カードは忘れずにお持ちください 

●本や雑誌の利用前後は手洗いをお願い致します 

 

おはなし会は入場無料・予約不要、直接会場へどうぞ ☆＝協力：図書館ボランティア 

☆今井図書館 おはなし会 ５月２０日（土）1１時～11 時１５分 

内容：幼児からの内容で、絵本の読み聞かせや、お話を語ります。定員２５名（先着順） 

☆青梅図書館 おはなし会 ５月２１日（日）1１時～11 時１５分 

内容：幼児からの内容で、絵本の読み聞かせや、お話を語ります。定員２０名（先着順） 

○梅郷図書館 おはなし会「うめこの時間」 ５月２７日（土）11 時～11 時 20 分 

内容：０歳からのお子さんも楽しめる、手遊びや絵本のよみきかせをします。定員２５名（先着順） 

＊今後の状況により変更となる場合があります。当日はホームページなどを確認の上、ご来館ください。 

************************************************************** 

図書館ホームページアドレス：https://www.library.ome.tokyo.jp/ 

携帯電話用ホームページアドレス：http://www.ｌｉｃｓ-saas.nexs-service.jp/ome/mobile/index.do 

編集発行：青梅市中央図書館 〒198-0036 青梅市河辺町 10-8-1 ℡0428-22-6543 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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28 29 30 31    

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  

おはなし会・イベント 

10 時 15 分からこうさく会をやるよ。 

10時15分からミニ工作会をやるよ。 


